
2 ～くらしを守り　未来までささえ続ける　かごしまの上下水道～
令和５年12 月・令和６年１月発行こんにちは！水道局です

水をつくり、家庭などに送ることで得られる収入と支出＝収益的収支（税抜） 水道施設を整備改良するための収入と支出＝資本的収支（税込）

下水道施設（汚水・雨水）を整備改良するための収入と支出＝資本的収支（税込）家庭などから集めた汚水をきれいにすることで得られる収入と支出
＋雨水に関する収入と支出＝収益的収支（税抜）

水道料金
98.5億円

水をつくり、
家庭などに送る費用
89.6億円

施設の整備のために
借りた資金25.9億円

雨水に関する収入
28.7億円

雨水施設の整備
費用14.6億円

雨水施設の整備のために
借りた資金の返済14.1億円

汚水施設の整備費用
28.7億円

汚水施設整備のために
借りた資金の返済18.9億円

汚水施設の整備のために
借りた資金16.0億円

汚水の補助金など8.7億円

内部留保資金（注１）
22.9億円

浄水場や配水管など
施設の整備費用
53.7億円

施設の整備のために
借りた資金の返済
26.8億円

内部留保資金（注１）
49.9億円

補助金など4.7億円

施設の整備のために
借りた資金の利子など

5.3億円

その他　11.3億円

汚水の補助金など
19.5億円

下水道使用料
56.3億円

汚水を集め、
きれいにする費用
71.2億円

（注２） （注２）
雨水に関する収入
21.7億円

雨水に関する費用
21.7億円

収入109.8億円

収入97.5億円 支出96.6億円 収入53.4億円 支出76.3億円

支出94.9億円 支出80.5億円収入30.6億円

純利益14.9億円

基本目標4「健全な事業運営」

（１） DXの推進
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注１…資本的収入が資本的支出に対して不足する額は、減価償却費等により生じる内部留保資金で補てんしました。
注２…雨水に関する支出は、全て雨水に関する収入（公費など）で賄われています。
○水道局では「工業用水道事業」も運営しています。決算状況等については、水道局ホームページ・情報コーナーでも公表しています。

【経理課　ＴＥＬ：２１３-８５１０】

【経営管理課　ＴＥＬ：２１３-８５０７】

決算の状況
◀（水道局ホームページ）

◀上下水道ﾋ ｼ゙ ｮ゙ﾝ
（水道局ホームページ）

“基本理念～施策”の体系図

「鹿児島市上下水道ビジョン」（令和４～１３年度）の
施策と取組事項について特集します！！

水道事業・公共下水道事業の令和４年度決算の概要
水道事業及び公共下水道事業はともに純利益（黒字）を確保することができました。
4年度に生じた純利益は、水道事業においては施設の整備等の資金として活用し、公共下水道事業においては将来の純損失（赤字）に備えて繰り越します。
今後とも、より一層の経営の効率化に取り組むなど健全な事業運営を図ります。

　鹿児島市上下水道ビジョンは、５０年先の将来を見据えて「基本理念」、目指すべき「将来像」を設定し、これを実現するための１０年間の
方向性（「基本目標」、「施策」）を定め、とりまとめたものです。
　今回は、前回号に引き続き、５つの基本目標の中から基本目標4「健全な事業運営」と
基本目標5「信頼性の向上」についての施策と取組事項を特集します‼

　上下水道施設の運転管理や維持管理の効率化を図るため、ＩＣＴを活用して
ＤＸを推進します。

　上下水道管路情報システムや設備情報管理システムに維持管理で得られた
情報を蓄積し、ストックマネジメントシステムを活用して、上下水道施設の劣化
予測・事業費の平準化や施設管理の効率化を図り、DXを推進します。

水道料金、下水道使用料を九州県都市で比較すると、鹿児島市は「水道料金は１番安く」、「下水道使用料は２番目に安く」なっています。
（標準的な家庭（１か月２０㎥ 使用）における場合の金額：令和4年度末現在 ）

汚水施設の整備のために
借りた資金の利子など

3.7億円

純利益0.9億円

～持続可能な経営の推進を図る～
　施設の最適化や効率的な維持管理及び経営基盤の強化に努め、
健全で安定的な事業運営を図ります。

【具体的な取組事項】
安全・安心

○ＩＣＴの活用

▲「DXの推進」のイメージ

○ストックマネジメントシステムの活用

持続

10年間の方向性50年先を見据える
基本理念 将来像 基本目標 施 策

安全で良質な
水の供給

1 安全で快適な
　くらしと良好な
　水環境

Ⅱ 強靭

Ⅲ 環境

Ⅳ 持続

2 災害に備える

3 脱炭素・循環型
　社会への貢献

4 健全な事業運営

5 信頼性の向上

（2）整備推進

（3）老朽化対策

（4）適切な維持管理

（1）

（1）被災の最小化

（1）環境負荷の低減

（1）ＤＸの推進

（1）サービスの向上

（2）資源の有効利用

（2）施設の最適化

（2）事業の見える化

（3）経営基盤の強化

（2）速やかな復旧

今回
ピックアップ‼

く
ら
し
を
守
り
未
来
ま
で
さ
さ
え
続
け
る
か
ご
し
ま
の
上
下
水
道

Ⅰ 安全・安心

前回号に引き続き

ひとくちメモ

3ページに続く


